
平成２９年１０月２日

旧陸軍隈庄飛行場「油倉庫」解体について
くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク

１ 保存活動の経緯
（１）平成２８年９月２７日くま戦跡ネット第９－１号

「“陸軍隈庄飛行場油倉庫・弾薬庫”の近現代遺跡・震災遺産としての保存」要望文
○戦争の記憶を伝える近現代文化財として、また地震の教訓を伝える震災遺産文化財
として指定し保存

○８月「第２０回戦争遺跡保存全国シンポジューム長野県松代大会決議文」を添えて

（２）平成２９年３月２０日くま戦跡ネット第１８号
「“陸軍隈庄飛行場油倉庫・弾薬庫”の震災遺産としての部分保存及び指定等」要望文
○保存の前提となる現所有者の財政的負担が困難であり、公費解体も６月に迫り、現有建
物破損状況が著しく安全面での担保も難しいことから、主要部材を移設して「部分保存」

（３）平成２９年８月７日くま戦跡ネット第２３号
「“陸軍隈庄飛行場油倉庫”の震災遺産としての部分保存」要望文
９月 熊本市へ要望書 １月 現地に説明看板設置
１０月 熊本県へ要望書 ２月 地元への啓発として「三船敏郎、隈庄飛行場の軌跡
１１月 熊本市への文書提出 Ⅱ」展の開催

と面談 ３月 被災リーフレット「平成２８年熊本地震による陸軍
隈庄飛行場油倉庫・弾薬庫の被災状況」刊行・配布

４月 「くまもと戦跡ネットＨＰ」を立ち上げ「平成２８
平成２９年 年熊本地震での復旧・復興活動：被災状況報告・ＰＤ
３月 熊本市へ要望書提出、 Ｆ」で報告
文化振興課との意見交換 ５月 啓発リーフレット「碧空に祈る 隈庄飛行場」発刊

・配布
８月 熊本市へ油倉庫部材の ７月 署名活動開始

部分保存の再度要望 ８月 地元啓発「絵本・玩具から見た戦争」展の開催
９／２７ 熊本市文化振興課による小型部材の保護（扉・窓枠 等）
１０／２ 公費解体

２ 課 題
①未指定文化財の修復・保存での所有者負担の壁
②平成２８年１０月立案『熊本市復興計画』にある「震災の記憶を次世代につなぐプロジェ
クト」の拠点整備も見えず、関わりがとれなかった。

③熊本県「震災ミュージアム」構想でも、広義「震災遺構（建物を含む）」が具体化できなか
った。
④宮城県「３．１１震災伝承研究会」の様に、幅広く、この問題での県民意見の集約や協議
ができなかった。文化財に関する「中間支援組織」の様なものが、熊本ではなかった

３ 今後に向けて
①部分保存した「油倉庫部材」の移設先、有効活用等の市文化振興課との協議

本会では、次年度開催予定の展示会「絵本・玩具から見た戦争展 Ⅱ（仮）」での紹介
②残された「弾薬庫」の市指定に向け、署名活動等の推進、１２月市長への提出
③城南町有志の方々との連携で、将来的には地域市民グループの創設
「戦争の記憶、震災の体験、復興の姿」を、後世に語り継ぐ活動に向けて
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